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鉄道用電線事業強化に向け中国拠点に新製造ライン導入 

 

日立金属株式会社（以下、当社）は、このたび、中国における鉄道用電線事業の強化を目的に、

新たに独自技術を用いた鉄道・産業用ケーブル製造ラインを導入し、2016 年度上期より量産を開始

しますので、お知らせします。 

これにより当社は、電線材料事業の成長ドライバの 1つと位置づける鉄道分野において、中核的

な市場である中国事業を伸長させるとともに、製品競争力を高めることで、鉄道用電線事業をグロ

ーバルで成長させてまいります。 

 

１．投資の目的 

 当社電線材料事業は、鉄道、医療、自動車用電装部品の 3分野を成長ドライバと位置付け、高収

益事業体質の確立に取り組んでいます。 

 鉄道輸送は、輸送量に対するエネルギー消費量と CO2排出量が少なく、地球環境負荷低減につな

がることから注目されております。欧州やアジアを中心とする海外市場では、活発に高速鉄道網の

整備が進んでおり、これに伴い鉄道車両および部材への需要も高まっております。特に中国は、世

界最大の鉄道車両メーカーを有しており、中国国内のみならず、世界各国・各地域向けの鉄道車両

の生産拠点として需要の拡大が期待されます。 

 こうした中、このたび、今後も持続的な成長が期待できる鉄道電線事業の強化を目的に、新たに

中国の産業用電線製造拠点である日立電線（蘇州）有限公司に製造ラインを導入しました。 

 

２．製造ラインの概要 

このたび導入した製造ラインは、鉄道車両用電線をはじめ、

産業用電線を中心とした幅広い分野に使用できる設備です。特

に後工程にあたる架橋工程に、当社が自社開発した独自の技術

を取り入れることにより品質の向上やリードタイムの短縮を図

っています。 

当社電線材料事業では、本製造ラインの導入をはじめとする

成長戦略の実行により2018年度までに鉄道分野の売上収益140

億円をめざしてまいります。 

 

 

３．日立電線（蘇州）有限公司の概要 

所 在 地 中国蘇州市吴中区胥口鎮胥江工業園時進路 558 号 

代 表 者 董事長 佐坂 克郎 

資 本 金 338,613 千人民元 

従 業 員 数 約 1,800 人 

主な生産品目 産業用電線（鉄道車両用電線など） 
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【報道機関からのお問い合わせ】日立金属株式会社 コミュニケーション部 担当 吉原  TEL 03-6774-3073 

写真：鉄道車両用電線 




